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徳
田
秋
聲
著
／
ハ
ン
ス
・
ヨ
ラ
ン
・
ア
ン
カ
ル
ク
ロ
ー
ナ
訳

『M
IK
R
O
K
O
S
M
O
S

』

刊
行
日
　
　
平
成
27
年
11
月

発
行
所
　
　V

estigo A
b

販
売
価
格
　300kr

（
税
抜
）〔
Ｓ
Ｅ
Ｋ
〕（
日
本
円
で
4
千
円
強
）

　
秋
聲
最
後
の
長
編
小
説『
縮
図
』が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
に
翻
訳

さ
れ
ま
し
た
。
以
前
に
日
本
に
住
ん
だ
こ
と
も
あ
る
翻
訳
者
の
ア

ン
カ
ル
ク
ロ
ー
ナ
氏
は
特
に
川
端
康
成
の
作
品
を
愛
好
し
、
そ
の

川
端
が「
近
代
日
本
の
最
高
の
小
説
」と
絶
賛
し
て
い
る
こ
と
か
ら

本
作
に
出
会
わ
れ
た
そ
う
。
芸
妓
の
世
界
を
描
く
本
作
に
表
れ
る

日
本
独
特
の
文
化
や
、
秋
聲
の
癖
の
あ
る
文
体
に
四
苦
八
苦
し
な

が
ら
、
平
成
18
年
よ
り
実
に
九
年
を
か
け
て
完
成
に
漕
ぎ
着
け
た

と
い
う
力
作
で
す
。

　
訳
者
は
現
在『
仮
装
人
物
』の
翻
訳
に
新
た
に
取
り
掛
か
ら
れ
て

い
る
と
の
こ
と
。
こ
の
ご
活
動
が
た
い
へ
ん
頼
も
し
く
、
氏
の
翻

訳
作
品
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
日
本
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
世
界

に
向
け
て
秋
聲
文
学
の
魅
力
が
発
信
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

大
木
志
門
著

『
徳
田
秋
聲
の
昭
和
―
―
更
新
さ
れ
る「
自
然
主
義
」』

発
行
日
　
　
平
成
28
年
3
月

発
行
所
　
　
立
教
大
学
出
版
会（
丸
善
雄
松
堂
株
式
会
社
発
売
）

販
売
価
格
　
4
3
2
0
円（
税
込
）

　
昨
年
度
、
当
館
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
ご
登
壇
く
だ
さ
っ

た
大
木
志
門
氏
の
秋
聲
論
が
一
冊
の
本
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
書
で
は
、
弟
子
で
あ
っ
た
山
田
順
子
と
の
恋
愛
事
件
に
材
を

と
る「
順
子
も
の
」短
編
群（
大
正
15
年
〜
昭
和
3
年
）か
ら
そ
の
集
大
成

と
も
い
え
る「
仮
装
人
物
」（
昭
和
10
〜
13
年
）、
そ
し
て
最
晩
年
の「
縮

図
」（
昭
和
16
年
）
に
至
る
秋
聲
後
期
の
仕
事
を
主
に
と
り
あ
げ
、
当

時
の
文
壇
や
社
会
状
況
な
ど
の
時
代
背
景
と
と
も
に
論
じ
ま
す
。

　
大
木
氏
は
当
館
前
学
芸
員
、
現
山
梨
大
学
准
教
授
。
資
料
の
収

集
・
保
存
・
展
示
を
主
な
職
務
と
す
る
学
芸
員
と
し
て
、
長
く
身

近
に
接
し
て
き
た
秋
聲
の
自
筆
原
稿
な
ど
多
く
の
実
物
資
料
に
基

づ
く
考
察
は
、こ
れ
ま
で
の
秋
聲
像
に
新
た
な
側
面
を
与
え
ま
す
。

今
後
の
秋
聲
研
究
の
う
え
で
必
読
の
一
冊
で
す
。

記
念
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
文
庫 

第
九
弾

徳
田
秋
聲
著
／
木
村
荘
八
画『
爛
た
だ
れ
』

発
行
日
　
　
平
成
27
年
12
月
23
日

発
行
所
　
　
徳
田
秋
聲
記
念
館

販
売
価
格
　
8
6
0
円（
税
込
）

　
記
念
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
文
庫
の
第
一
弾
と
し
て
平
成
18
年
に
初
版

五
百
部
を
刊
行
し
た『
爛
』。
平
成
22
年
に
は
さ
ら
に
二
百
部
を
増

刷
し
、
今
年
に
入
る
こ
ろ
に
は
そ
れ
も
完
売
と
な
っ
て
い
た
本
書

で
す
が
、
開
館
十
周
年
を
記
念
し
て
、
洋
画
家
・
木
村
荘
八
の
挿

絵
全
六
十
点
を
新
た
に
加
え
た
新
装
版
と
し
て
復
刊
さ
れ
ま
し
た

（
挿
絵
の
付
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
は
館
報
第
7
号
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
）。

　
ラ
フ
で
さ
ら
り
と
し
た
筆
致
と
見
せ
な
が
ら
、
そ
の
実
荘
八
の

描
き
出
す
場
面
は
非
常
に
緻
密
な
構
図
を
持
っ
て
い
ま
す
。
秋
聲

の
筆
の
流
れ
に
溶
け
込
む
そ
の
一
流
の
業
を
、
小
説
と
あ
わ
せ
て

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

※
本
書
は
記
念
館
の
み
で
の
販
売
と
な
り
ま
す（
通
信
販
売
可
）。
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